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概　要

　本評は寺谷篤志・澤田廉路・平塚伸治（編）
（2019）『創発的営み―地方創生へのしるべ 鳥
取県智頭町発』の書評である。本文の要約とと
もに、本書が現在までの地域づくりの取り組み
とどのように関係にあるのかを記述した。

本　文

　本書は、鳥取県智頭町で行われている取り組
みをキーパーソンごとに全 6章で紹介、「解題」
を小田切徳美（以下、小田切）が、「ヒアリン
グを終えて」を澤田廉路が担当するものである。
その実践は「まえがき」（p.11）にあるように、
住民自治と地域経営、交流・情報の三本柱に基
づいている。そして智頭町の魅力を創出した
キーパーソンが、その方法、成果を示している
ところが特徴である。それでは、智頭町におけ
る「創発的営み」について、本書の内容を見て
いく。
　第 1章は、この智頭町における地域づくりの
火付け役を担った寺谷篤志（以下、寺谷）の取
り組みである。当時特定郵便局長であった寺谷
は「無気力な町の様子に希望がしぼんでいく思
い」（p.15）を持ち、地域づくりの活動を開始
する。「地場産業の杉と郵便を結ぶ」（p.17）ア
イデアから「智頭杉ハガキ」、有志とともに「杉
名刺」を発表、地域経営をテーマにした人材育

成の場「杉下村塾 1」の設立など、智頭町のア
イデンティティといえる智頭杉を用いて次々と
企画を成功に導いていく。
　これらの取り組みは、1997年に智頭町が独
自に開始した「日本・ゼロ分のイチ村おこし運
動」（以下、ゼロイチ）に繋がる。町内集落の
住民が地域計画を立て、魅力を発掘、地域経営
を行う内発的な取り組みであり、住民の間に地
域の主体としての意識を醸成した。
　第 2章は「地区振興協議会で『創造的昔帰り』」
では、地域づくりを牽引した中澤皓次により中
原集落、山郷地区での取り組みについて述べら
れている。集落におけるゼロイチ以前からの祭
の開催、広場の整備、集落の役員選出方法の改
革への取り組みも詳述されている。
　第 3章は、住民主体の地域づくりの仕組みを
整備した智頭町長 2・寺谷誠一郎（以下、寺谷
町政）の「『行政参加』のまちづくり」である。
ここでは寺谷町政の方針、成果、将来への展望
を述べている。主導権を握らず、サポートに徹
する姿勢は、住民の議論の場である百人委員会
の設置、地区振興協議会への支援に表れている。
　第 4章「森で保育『森のようちえん』」は、
智頭町の「森のようちえん　まるたんぼう」代
表の西村早栄子による取り組みを紹介してい
る。西村は、子育てによる移住者の増加、森の
ようちえんが子どもの主体性を育む効果を期
待、活気があり恵まれた環境の智頭町、そして
森のようちえんが「地方創生の最後の隠し玉」
（p.130）になるとする。
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1 寺谷が「明治維新に多くの人材を輩出した吉田松陰の松下村塾に憧れを持っていた」（p.30）ことからであるという。
2 本書出版当時。
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　第 5章「智頭町で始めた『田舎のパン屋さん』」
では、パン屋 3であるタルマーリーのオーナー、
渡邉格・麻里子により、智頭町への移転、智頭
町役場と地元住民の対応が体験として語られ
る。パンづくりには自然環境、作り手の感情が
影響するという視点から、地域社会と自然環境
の保護への展望が語られている。里山を管理す
る農家、水にとって重要である林業との循環シ
ステムを作りたいと述べ（pp.151-2）、パンづ
くりと関係する自然、人々との循環を意識する。
さらに、「結局『外』から肥料 4をつぎ込んで、
促成栽培で地域を無理やり大きくしようとして
も、地域が豊かになることはない」（渡邉 2017, 
p.191）と述べたように、その循環は内発的で
あるべきとする。
　第 6章では「皐月屋」の代表、林業塾「智頭
ノ森ノ学ビ舎」を主宰する大谷訓大（以下、大谷）
の「自伐型林業と『智頭ノ森ノ学ビ舎』」である。
林業との出会い、智頭町の基幹産業である林業
を守ることの重要性が語られ、移住者に林業教
育を行う智頭ノ森ノ学ビ舎による環境づくりが
紹介されている。
　本書の取り組みの特徴は、地域資源の智頭杉
が扱われているところだ。第 1章にて寺谷は
ハガキ、名刺を製造したが、これは杉の高付
加価値化を狙ったものだという（杉万編 2006, 
p.100）。第 2章の親水公園に建築されたログハ
ウスの木材は智頭町の間伐材であり、第 3章で
は森林セラピーについて、寺谷町長は「これか
ら、全国の会社の社員、職員に智頭町に来ても
らってゆっくりのんびりしてもらおうと提案を
しようと思う」（p.93）と述べ、自然を利用した、
人材のストレス解消へ意欲を見せている。第 4
章で西村は「東京は本当にストレスが多いとこ
ろだ」（p.130）とし、第 5章の渡邉は「麹菌は
都会では採取できない」（p.138）とするように、
自然溢れる智頭町と都市部とを対比している。
ここから読み取れるのは、彼らの活力ある取り
組みが山林を資源ととらえ、魅力を創造してい
るということだ。この魅力を創造する地域づく
りという点は、地域振興の文脈で取り上げられ

る、観光まちづくりと通じているようでもある。
　なお、この地域づくりは観光客の消費による
収入のみを強く意識したものではないというこ
とは述べておかなければならない。寺谷はゼロ
イチについて「運動の目標を『宝』として『宝
物』にしなかった理由は、地域づくりイコール
物づくりという発想となって、活動が特産品の
開発に向かっていく傾向にあるからだ」（p.42）
と述べている。地域づくりの目的は住民が主体
となって地域に関わること、誇りを創造するこ
とである。この性質は、地域の魅力を発見、住
民の当事者意識を醸成する「地元学 5」とも通
じているようだ。
　小田切は「解題」にて、ゼロイチの特徴を「単
品型・画一的な地域活性化から、福祉や環境な
どを含めた総合型、地域の実情を踏まえた多様
性に富んだ取り組みへの転換を意識している」
（p.184）と指摘した。この指摘はまちづくりの
成否についての評価軸を多角的に設定するもの
といえよう。
　今年、世界的に新型コロナウイルス感染症が
流行し、各地の観光地から観光客が去った。こ
のことは、改めてマス・ツーリズムの限界を露
呈させたと言えよう。これからは智頭町で取り
組まれているような、住民の誇りを創出する、
小規模な観光や循環する経済を意識せねばなら
ないのではないか。そこでは、本書のキーワー
ドの一つである内発性が重要になるだろう。そ
れでは、それはどのような形態で行われ、どの
ようなものが観光資源となるのか。本書は、こ
れらの点を踏まえつつ考えたとき、とりわけ私
たち学生にとって、今後の研究につなげるうえ
で大きな一助となる著作であろう。

　本評の作成において、編著者の一人である寺
谷篤志氏に解説、助言を賜りました。ここに厚
く感謝の意を表します。

3 タルマーリーはパン屋であるが、カフェの併設、ビールの醸造を行う。地場の素材を使用し、天然酵母にこだわり、利潤を生まないと
いう姿勢は、渡邉（2017）に詳しい。

4 地域外からの補助金や原材料を肥料に例えている。
5 吉本哲郎が名付けた地域づくりの手法である。その誕生、手法は吉本（2008）に詳しい。
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